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出席者　20名
４．議事概要
　　
2017年度第4回国際／業界横断EDIタスクフォースは、事務局の進行にて以下の議事を実施した。
（資料：業界横断2017-4-01第4回国際／業界横断EDI TF議事次第）
４－１．第3回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認

　事務局菅又より第3回議事録の内容確認を行った。特に異議なく承認された。
（資料：業界横断2017-4-02第3回国際／業界横断EDI TF議事録（案））
４－２．業界横断EDI仕様の国際標準化推進　
　事務局菅又より、現在進めている以下の国際標準化の状況について紹介があった。
４－２－１．JIT製造プロセス国連CEFACT標準化進捗状況
（資料：業界横断2017-4-03(1)　JIT製造プロセス審議状況）
・現在2つのテーマで進めている。１つは、JIT製造プロセスの国連CEFACT標準化であり、ハーモナイゼーションが始まっている。1つは、これから提案する共通辞書メインテナンス要求（案）である。
　資料のBIE表の見方について説明する。（資料名：JIT製造プロセスCC審議状況）
横軸1カラム　　：ADD（追加）、CHG（変更）など
横軸３カラム　　：ACC、BCC、ASCCなどコア構成要素タイプの定義
横軸４カラム　　：データの名前

横軸５カラム　　：定義付け

横軸６カラム　　：コメント欄（提案やハーモナイゼーション時の作業コメント）
横軸７、８カラム：繰り返し回数

横軸９カラム　　：提案者（国連CEFACT日本委員会の名前）
横軸１１カラム　：SIPSが附番した仮番

・特に、コメント欄に審議の結果などが記述してある。これまではフランスの航空機業界と議論してきた。さらに欧米のメンバーとの議論を含めてハーモナイゼーションがここまで進んできている。
４－２－２．中小企業庁データ連携実証メッセージ仕様からの国連CEFACT共通辞書メインテナンス要求
（資料：業界横断2017-4-03(2)　SMEサブミッション（案））
・これから行う要求について、上記資料の説明があった。
・これらの追加要求は、中企庁の実証プロジェクトで追加提案されたものである。

【今後の進め方】
　今後は、国連CEFACT日本委員会・標準促進委員会にて最終審議（2月19日）を行い、3月初めまでに国連CEFACTに提出する。4月末の国連CEFACTフォーラムの後に2018年Aバージョンとしてリリースされる予定。
４－３．業界横断EDIフレームワークの国内展開
　川内委員より以下の説明があった。
４－３－１．中小企業共通EDI標準について
（資料：業界横断2017-4-04 中小企業共通EDI標準（初版）策定方針）
（１）中小企業共通EDI標準（初版）策定方針
・中企庁の実証検証を通してアウトプットを何にするか、の検討の結果、プロジェクトで実証した仕様を標準化にしていくことになった。
・プロジェクトの技術部会が2月6日に開催される。その最終審議のドラフト版を作成中である。

・中小企業共通EDI標準（初版）の概要は以下である。いずれも3月公開を予定している。
　①標準仕様書

　　理想は導入時に必要なものがすべて揃っていて、相手と打ち合わせなくても繋がるということを目指している。初版は（業務の）注文メッセージのみで、13項目を対応アプリケーション（パッケージ等）の必須情報項目と定めた。また、ESPのカバー範囲として任意情報項目を含めて135項目を定めた。
　②メッセージガイドライン

　　メッセージのガイドラインと運用のガイドラインを定めた。

　③実装ガイドライン

　　2月の技術部会での審議結果を反映させて策定する。プロバイダ経由で繋ぐガイドラインは別途検討中。

・作成者は今回の事業（中企庁プロジェクト）の事務局となる。

・今後の管理体制は、「中小企業共通EDI推進協議会」が2018年度に発足予定であり

そこで保守、管理していくことになる。その間の一時的な管理はITC協会が行う予定。
（２）パブコメの結果
・中小企業共通EDI標準仕様書とメッセージガイドラインはパブリックコメントの対象であった。その結果、多くのご意見を頂いた。特に多かった意見は、標準化についてと金融EDIとの連携についてであった。大手の業界にはすでに標準があり、これと「中小企業共通EDI」とはどうなるのか、など次年度検討のテーマとしたい。また、金融EDIとの連携についても、次年度に実証検証を行う方向である。
【質疑・意見】

・国連CEFACTにおけるハーモナイゼーション結果の反映はいつ行うのか？

⇒5月以降で国連CEFACTでの決定後に、次年度のバージョンアップに含めていくことになる。

４－４．業界区分コードとデータ区分コード
　事務局菅又より以下の説明があった。
（資料：業界横断2017-4-05  業界区分コードとデータ区分コード）
　まずはSIPSの提案について説明する。
【業界区分コードの附番について】

論点１：業界区分コードの管理は国連CEFACT日本委員会が行う。 
論点２：業界区分コード／データ区分コードの設定は国連CEFACTのコード（含む識別子）管理スキームに準ずる。
 　
論点３：データ区分コードの管理は業界区分（業界区分コードが附番されている管理機関）ごとに行う。 
論点４：産業界共通の支払通知メッセージの業界区分コード／データ区分コードの管理は国連CEFACT日本委員会が行う。
論点５：ISO20022メッセージにおける業界区分コード／データ区分コードの指定はBase64のMIME情報にて指定する（？）。 
【その根拠】

・スライド３（資料：業界横断2017-4-05）に示したように、国連CEFACT日本委員会
は、国連CEFACTの日本の窓口になっている。また、その委員構成も国内の大半の業
界が加わっている。（但し、メディカルと農業は入っていない）

・コードリストの管理については、すでにコード管理機関として国連CEFACT日本委員会は「４１３」で登録されている。
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【質疑・意見】
・（案1）が使いやすいか。（案２）は自由度がきかないが、流通BMS,JEITA,自動車などはフィットするのでは。
⇒（案２）は統計のための分類コードだ。（案３）も捨てがたい。
・（案１）は、流通BMSで考えているテキスト方式だと長い。（案３）に近い形で検討している。（案２）はない。

・どこで審議するのが良いか？経済産業省の金融EDI「あり方検討会」になるのか？金融業界として決める必要はあるのか？

・流通BMSは業界区分2桁、データ区分1桁（売掛金、リベートバック等の区分コード）の運用を考えている。商流情報はテキストデータの固定長を考えている。本年12月に向けてはこの方式で進めたい。
・これはコードではなくて、フォーマットの議論だ。読むときに読めないと意味がない。金融メッセージへの商流情報は、アンストラクチャーで入れなさいと言っているだけ。付加される商流情報に区分を入れる必要があるが、テキストの場合はどうするか決められていない。（XML形式は、国連CEFACT版で進めている）

・中小企業は、プロバイダがCSV形式をXMLに変換し、金融EDIへ繋ぐ前提で考えている。

・JEITA（電気電子業界の標準）とBMS（流通業界の標準）は中小企業も多く使っている。これらが、商流情報をどのようなフォーマットで付加したいのかを調査する必要がある。そこで、この2か所にヒアリングを行いたい。全銀協のバックアップをお願いしたい。
・この問題はどこが決めるべきなのか。

⇒SIPSの場では決められない。経済産業省の金融EDI「あり方検討会」の開催をお願いしてはどうか。
⇒経産省のアナウンス版のバージョンアップが必要。情報項目定義に不明瞭な部分があり、もっと明確な内容とすべきと思う。
⇒標準産業分類の業界単位は、金融EDIの商流情報における業界区分ではない。目的が違う。業界区分コードの名称を、誤解のないよう変更すべきではないか（例えば「メッセージ標準区分」など）。
【今後の進め方】

JEITAと流開センターの2か所にヒアリングし、経産省に金融EDI「あり方検討会」を開催するよう依頼したい。

４－５．ネットワーク相互運用性について
４－５－１．VAN間接続運用について

中井委員より以下の説明があった。

（資料：業界横断2017-4-06　VAN間接続運用について）
　製造業（自動車以外）でヒアリングした結果報告をする。次の２パターンの運用があることが分かった。
パターン１：「１対１」の接続パターンで、VANの役割はそのまま届ける「データスルー型」となる。これはマスター登録が多くなり大変。契約は送り側の利用者とVAN会社と行う。
パターン２：「N対M」の接続パターンで、これには２通りある。

　1つは、利用者が複数種類のデータをまとめて送るケース。

　1つは、複数の送り先にまとめて送るケース。
いずれもVANの役割は「データ管理型」になる。

４－５－２．クラウド連携実証
　山下委員より未来EDIプロトコルによるESP間連携の結果報告があった。
（資料：業界横断2017-4-07　未来EDIプロトコルによるESP連携）
・未来EDIプロトコルとはメールに近いもので、ESP間をつなぐ実証実験を行ったのでその結果を報告する。
・未来EDIプロトコルの仕様は、連携アドレスを用いて、異なるクラウドサービス間でデータ交換を行うものである。連携アドレスを指定することで相手のクラウドサービスにデータを送信する。

・この場合、ESPドメインからESPクラウドサービスのURLを特定し、相手の未来EDIプロトコルサービスを実行する必要がある。そのために、ESPドメインとESPクラウドサービスURIを管理するリポジトリを用意した。
・ESP同士の通信では、一定のセキュリティ及び認証が必要となる。このため中継となるESPドメインを用意してデータ交換を行った。

・実証実験は、異なる会社（3社）で開発した未来EDIプロトコルを接続して行った。結果は多少の不安はあったが、問題なく確認ができた。

・実用化におけるセキュリティや認証はこれからの検討とする。また、今回は正常系のテストのみであり、障害テストや非同期のテストなどもう少し煮詰めると使えるものになると考える。技術的にはできることがわかった。

・今回の中企庁プロジェクトの報告書にもこの内容は含まれる予定。
４－６．次回の開催予定
　今回議論された課題（業界区分コード、中小企業共通EDI国際標準化、コードリストの整備等）があり、第5回国際／業界横断EDIタスクフォースを次の日時で開催する。
日時：2018年3月12日（月）14時―17時

場所：機械振興会館　6階6－62会議室　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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業界区分コードについて
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